
The	  MOSDEF	  Survey:	  
Metallicity dependence	  of	  the	  PAH	  emission	   at	  High	  Redshift:	  
Implications	  for	  24	  micron-‐inferred	  IR	  luminosities	   and	  star	  formation	  rates	  at	  z~2

high-‐z	  (z=1.3~2.6)の大規模サンプル(N=476)で初めて、最も強いPAH輝線7.7μmと
他の輝線との間の様々な相関を調べた。

low-‐zでの
• 低金属量(≈低質量)のため輻射場が強くて硬い環境ではPAHが破壊される。
• PAHはAGB星によって生成される(若い銀河ではPAHがIR光度に占める割合が
小さい)。

という描像と矛盾ない結果が得られた。

赤：Chary	  &	  Elbaz 01のIR	  template
から再現したνLν(7.7μm)
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high-‐Zでのintrinsicな値：
十分なdustがあればshieldが効いてPAHが
破壊されず一定値に落ち着く？
年齢を重ねるにつれて、AGB起源とSN起源のdustの存在比が
一定値に落ち着いてくる？

AGBとSNのdust形成への寄与はほぼ同等(Valiante+09)になると
いう。


